
通常は7月に入ってから出現する．これまでの最も早い記録は6月24日であっ

たが，今年は6月16日に確認している．

13．サトキマダラヒカゲ"eopegoscﾙﾙe"zZsc"2

通常は4月中旬より出現する．これまでの最も早い記録は4月9日であったが，
今年は4月5日に確認している．

14．チャバネセセリPelopid(zsmaMms

本種は個体数が少なく，これまでは6月以降に見られたが，今年は5月19日に
確認している．

15．タマムシCW7ysocmUα九伽dissima
通常は7月に入ってから姿を見せるが，今年は5月31日の羽化を確認している．

(ほりたひさし）

正誤表

PARNNASIUSNo.40「淡路島の甲虫相」
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編集後 記

▽ここ数年来の異常気象は’局地的な集中豪雨といい,この夏の日照りといい，異常を超え
たものを感じます●ピル・マッキベンの「自然の終焉」が現実のものとなりつつあるよう
です．淡路島ではこの夏50年来の旱勉で，立木や水稲も少なからず枯死しました．堀田氏
の報文にもあるように，昆虫の世界にも様々な影響が見られるようです．

▽次号は明年春に発行を予定しています．原稿をお寄せください． (TB)
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